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Abstract
   Mokutaro Kinoshita (1885 ~ 1945) was a doctor, but, on the other hand, wrote many poems and 
novels, and also painted. He went to America and Europe for medical study and was given a great 
stimulation by foreign culture. I am engaged in consideration of the influence which these experiences 





つである。第 1 と第 2 を兼ねている都市もある。まず第 1 の都市であるが，スペインでは
マドリード，セビーリャ，シマンカスであり，ポルトガルではリスボン，コインブラであ
る。第 2 の都市は，スペインでは，ザビエルの城，サラゴサ，マドリード，アルカラ，ト
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女たち」にはまったく
触れられていないのは不思議である。このあとで，レンブラントとベラスケスの比較が出











































































傑作「オルガス伯爵の埋葬」 （1586 ～ 1588） は壁画ではなく，カンバスに油彩で描かれた作




































































着ける距離にあった。しかし，1 日に 2 回しか往復の便が無いので時間のやりくりがむずか























































以後ジエズイト派 〈イエズス会〉 の手に移つてからである。カモイシユ 〈ポルトガル最





の発表は 1925 （大正 14） 年 2 月），のちにその誤りを訂正している。つまり，彼等はローマ
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木下杢太郎の欧米体験（5）
よりの帰路，1585 年の秋ごろにこの地を過ぎたのである。それを 1928（昭和）3 年 7 月の
追記において，グワルチェリの『日本遣欧使者記』の引用で確認している。なお，カモン
イスがコインブラ大学に在籍したことを証明する記録は発見されていないそうである。
























































































1921（大正 10）年 5 月 27 日，杢太郎を乗せた諏訪丸は横浜港を出帆した。これから初めて
欧米に旅をするというのに，杢太郎があまり興奮していないことで，キーン氏は少々落胆
する。たとえば，アメリカでは，1921（大正 10）年 6 月 25 日に有名な観光地ナイアガラ滝
を見物しているけれど，日記にはただ「今日ナイヤガラ見物」（杢太郎は間違えて 26 日の
項に書いている）との記述があるだけで，その時見たはずの実際の景観については，ひと

























り正確になるだろう。欧米で過ごした 3 年 3 か月の歳月を振り返ってみても，たしかに杢
太郎が「感動」を受けた経験はあまり思い浮かんでこない。むしろ，その感動が欠如して
いた時期ならすぐに思いつく。ここで，その例をあげておこう。











































　杢太郎は 1923（大正 12 年）の 8 月から 12 月までドイツのベルリンに滞在している。医
学研究をするつもりで，ある研究室に入ったら費用が高すぎて仕事にならないと正子夫人
































































　「フランソワ・ド・キユレル」は 1928（昭和 3）年 2 月 1 日および 5 月 1 日発行の雑誌












フロの『フランス文学史』第 3 巻（中央公論社，1963 年）をみると，1890 年から 1905 年
の間における 3 大劇作家の中にキュレルを数えている。杢太郎がフランスに滞在していた







41 ページにおよぶ労作である。杢太郎のいう 6，7 年前に出た全集とは上に述べた『キュレ
ル戯曲全集』のことで，パリのクレス社（LES EDITIONS G. CRÈS ET Cie）から 1919 年か











































　さて，つぎは「ポール・ジエラルヂイ」である。これは 1930（昭和 5）年 7 月 1 日およ
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する」といふ其人の戯曲が実演
された時には，評判が好かつたから行つて見た。






太郎のパリ到着が 1921（大正 10）年 10 月であるから，彼がこの詩集を手にしたのはたぶ



















16 ページを占めていて，「フランソワ・ド・キユレル」の 4 割程度の分量になる。
　ジェラルディの翻訳としては，1925（大正 14）年に「銀婚式」が岡田三郎訳で『現代仏
蘭西文芸叢書』第 11 巻，新潮社刊に収められた。また，市原豊太訳の戯曲「ロベエルとマ










































疲労した」（1924（大正 13）年 3 月 11 日付）。「少し欧羅巴もあきて，近頃はあまり物も渉
㋮㋮











































できる。        　  （終り）
注
　木下杢太郎からの引用は主として，『えすぱにや・ぽるつがる記』（岩波書店､ 1929）に拠った。時に







『文明 21』の号数 頁 行 誤 正
11 号  2 29 アメリカ 北アメリカ
同上  4  5 エキゾチズムの旅 エグゾチスムの旅
（以下同様）　
同上  7  3 文章であります。」 文章であります」
同上 11 17 ブリュンプト教授 ブラン教授
同上 12  8 maitre maî tre
14 号 86  5 二次元的な 二元的な
同上 86 27 ヨーロッパ フランス
同上 94 21 ランジェロン ランゲロン
21 号 27 11–12 サン・セバスチャン サン・セバスティアン
同上 同上 12 セビリア セビーリャ
同上 32 15 ルネッサンス ルネサンス
同上 34 23 エジプトは エジプトが
同上 43  8 「大馬鹿者」 「大馬鹿」
（以下同様）　
27 号 79  3 マアス師が マアス師の
（以下同様）　
 （本論文は愛知大学研究助成 C–52 を受けている）。
